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Project Design Matrix (案) 
プロジェクト名：アフリカ人造り拠点（AICAD）フェーズ３ 

対象地域：ケニア国、タンザニア国、ウガンダ国 

プロジェクト実施期間：2007 年９月 20 日～2012 年６月 30 日  
受益者：AICAD 本部・カントリーオフィス（CO）、AICAD メンバー大学、各種活動参加者 

                                                                作成日 2010 年 5 月 21 日 

プロジェクト要約 指標 入手手段 外部条件 
上位目標 

AICAD が地域国際機関として自立し、貧困削減に資する人材育成にかかる各種

事業を円滑に実施する。 

 

 
1. AICAD の各種事業が継続的に実施されている。 

 
１．AICAD Annual Report 

 
 ケニア、タンザニア、ウガンダの政治状況が

安定している。 

プロジェクト目標 

AICAD が、貧困削減と社会経済開発に資するネットワークと人材育成活動を促

進する機関として強化される。 

 

(1. 今後の協力方針においては「中核的な機能及び組織の強化とは、成果１から４の活動実

績の蓄積をもって実現するものと解釈する」としている) 
1. 組織体制（ガバナンス）が強化される。 

2. 業務遂行に必要な計画・調整能力が強化される。 

3. 経済的自立の方策が明らかになる。 

4. 大学との連携が強化され、メンバー大学を巻き込んだ活動が促進される。 

5. 貧困削減に資する質の高い活動が、メンバー大学等のリソースを活用しながら計画・実

施できる。 

 
1. プロジェクト活動実績報告 
2. GB 会合及び各委員会資料 
3. GB 会 合 資 料 （ 特 に ED’s 

Report） 
4. マニュアル、教材、ガイドライ

ン等一覧リスト 
5. CPR 報告書 

 
 ケニア、タンザニア、ウガンダ政府が AICAD

に対して継続的に拠出金を支出する。 

 カントリーオフィス（CO）の法的ステータス

が確保される。 

 

成果 

１．下記２～３の各成果が持続的に確保されるための、AICAD のキャパシティ

（計画・調整能力）が向上する。 

 

(1.今後の協力方針においては「UP の策定実績、他ドナー支援獲得の実績、事業の実施にお

けるドナーからの支援と大学等のリソースを結びつけるネットワーク機能の拡充、CO スタ

ッフの研修実績と OJT の成果の蓄積として実現すると解釈する」としている) 
1-1. AICAD の適正な運営に向けて導入され、確立したシステム 
1-2. AICAD 事務局による UP のプロセスの確立 
1-3. AICAD 事務局による年間計画に基づいた事業実施 
1-4. CO における CPR の実施 

1-5. GB 会合、各種委員会及び AMF の開催実績 

1-6. 本部のサポート調整機能の強化 

1-7. AICAD 施設の利用実績向上 
1-8 研修を通じた収入確保の手段の明確化 
1-9. 本部において作成された教材、マニュアル、ガイドライン類の整備状況 
1-10. CO において作成した教材、マニュアル、ガイドライン類の整備状況 
1.11 広報資料の整備状況 
 

 

 

 
1. UP 
2. プロジェクト活動実績報告 
3. GB 会合資料 
4. ED Report 
5. GB 会合及び委員会資料 
6. CPR 報告書 
7. 教材、マニュアル、ガイドライ

ン等一覧 

 

２．AICAD ネットワーク機能が強化される。 

 

(2.今後の協力方針においては「CO の活動を通じた外部機関との協力実績、本部におけるセ

ミナー等開催実績をもって実現すると解釈する」としている) 
2-1. 本部における、フォーラム、セミナーもしくはワークショップ開催数実績 
2-2. 本部においてメンバー大学と協力連携した各種活動実績 
2-3. CO においてメンバー大学と協力連携した各種活動実績 
2-4. 本部において関係機関と協力連携した各種活動実績 
2-5. CO において関係機関と協力連携した各種活動実績 
 

 

 

1. リソースリスト（各 CO で作成） 
2. プロジェクト活動実績報告 
3. ED Report 
4. GB 会合資料 
5. CPR 報告書 

 

３．貧困削減に資するコミュニティ向けの技術普及を重視した AICAD の活動が

拡充される 

 

 

(3.今後の協力方針においては「CO における活動実績の蓄積をもって実現すると解釈する」

としている) 
3-1. CO における国内研修実施実績 

3-2. CO における Grassroots 研修実績 

3-3. CO における CEP 実施実績 

3-4. CO における KTDP 実施実績 

3-5. 本部における地域研修実施実績 

3-6. ネリカ米普及事業実績 

3-7. 他ドナー等との共催による研修またはセミナー実施実績 

3-8. 研修モジュールの整備状況 

 

 

1. プロジェクト活動実績報告 
2. ED Report 
3. CPR 報告書 
 

 
AICADスタッフに適任者が適時に配置される。 
 

18．新 PDM 
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活動 

１．上記１～３の各成果が持続的に確保されるための、AICAD のキャパシティ

（計画・調整能力）が向上する。 
1-1. AICAD が自立発展的に事業を計画、運営、実施するための仕組み（UP 等）

を導入し確立する。 
1-2. JICA 専門家は、AICAD 事務局に協力し、AICAD 事務局が GB 会合にかか

る資料を適切に作成することを支援する。 
1-3. JICA 専門家は、AICAD 事務局に協力し、AICAD 事務局が年間スケジュー

ルに基づき事業を実施することを支援する。 
1-4. JICA 専門家は AICAD 本部及び CO に対し、UP 作成にかかる支援を行う。 
1-5. 各 CO は、専門家の協力の下、Country Program Review (CPR)を実施し、

CO の活動計画を精査する。 
1-6. JICA 専門家は、GB 会合、各種委員会及び AMF への参加を通じて、AICAD
の能力向上に向けた各種助言を行う。 
1-7. JICA 専門家は本部と CO の役割分担について助言し、本部によるサポート

調整機能を強化する。 
1-8. AICAD 施設の利用促進に向けた各種提言及び支援を行う。 
1-9. JICA 専門家は AICAD 本部及び CO に対し、研修の委託者発掘やプロポー

ザル作成のための支援を行う。 
1-10. JICA 専門家は AICAD 本部及び CO に対し、広報資料の整備に対する支援

を行う。 
 

投入 
 
[ 日本側 ] 
1. 長期専門家 

チーフ・アドバイザー（1 名） 
プロジェクト管理／プログラム・アドバイザー（1～2 名） 
業務調整員（1 名） 

2. 短期専門家 
農業分野、農村開発 

3. 機材供与 
4. 研修員受入 
5. 在外事業強化費 
 
[ ケニア国、タンザニア国、ウガンダ国 ] 
1. AICAD スタッフ人件費 
2. 施設維持管理経費 
3. その他管理費 
 
[ AICAD ] 
1. 施設維持管理経費 
2. その他管理経費 
3. 専門家執務室 

 

２．AICAD ネットワーク機能が強化される 
2-1. 上記「成果１」に関連する諸活動において、メンバー大学や関係機関等の

リソースを確認し、研修等の準備、実施、フォローアップに活用する。 
2-2. AICAD 本部において、JICA 専門家の協力の下、メンバー大学や関係機関

等と協力したフォーラム、セミナーやワークショップを開催する。 
 
３．貧困削減に資するコミュニティ向けの技術普及を重視した AICAD の活動が

拡充される 

3-1. JICA 専門家の協力を得、AICAD 本部及び各 CO は、既存の活動の見直しや

新規活動の提案を検討し、 JICA から提出される「Priorities and 
Preferences」を参考にしつつ、UP を取りまとめる。 

3-2. AICAD 本部及び各 CO は、JICA が支援を表明した活動について、適切な実

施スケジュールを作成する。 
3-3. AICAD 各 CO は、JICA 専門家の協力の下、国内研修、Grassroots 研修、

CEP、KTDP を実施する。 
3-4. AICAD 本部においては、JICA 専門家の協力の下、地域研修を実施する。 
3-5. ケニアとタンザニア（ザンジバル）において、関連する他の機関とも連携し、

ネリカ米の普及のための支援活動を行う。 
3-6. 上記 3-3 の活動をモニタリングし、コミュニティへのインパクトについて確

認、記録する。 
3-7. CO は JICA 専門家の協力を得、既存研修のモジュール化を行う。 
3-8. 他ドナー等の関心を確認し、JICA 専門家の協力の下、研修またはセミナー

を実施する。 
 

 前提条件 
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